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G8（2013）における
研究データオープン化の
合意
(↔ Open Government Data)
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SGEPSS将来構想セッションで
の講演から

(村山ほか、SGEPSS、2012年10月）
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SGEPSS将来計画に書き込みました。
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[地球電磁気・
地球惑星圏学会, 
2013]

■データパブリケーション
– データを「出版」する仕組み：
– 課題：データの「査読」「固定」「公表」等をどうするか。
– 課題：ID標準化、引用ルール確立、評価手法など国際団体等で模索中

■データサイテーション
– データを文献のように「引用」「参照」する仕組み
– 課題：ID標準化、引用ルール確立、評価手法など国際団体等で模索中

■データを出版・引用・参照すると
– 論文・書籍と同様、知的生産力の基準に。研究職・教育職の業績評価。
– 信頼できるデータ生成・提供は現代では科学者の仕事。評価



国立国会図書館月報
639号 2014.6

学術の動向、2013年9月
（日本学術会議）

SEEDer（シーダー） 10号(2014年4月）
特集：地域と世界をつなぐ学知
（総合地球学研究所・昭和堂）

オープンサイエンス系のコンセプトの国内周知

文科省「科学技術動向」誌」
連載（2014年9・10月号、
11・12月号．．．）

「地球電磁気学・地球惑星圏科学の現状と将来」（2013）とその図面、URLをリファーしています。
（doiをつけてほしい？）
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科学技術オープンデータの背景

• 科学（技術）と社会
– 社会と科学者の関わりが問われている

• データ
– 科学技術活動の重要な成果物
– 公的資金研究によるデータの公開原則
– さらなる研究の加速（e‐science, data intensive science…)

• オープンサイエンスデータの検討
– World Data System事業（International Council of Science)等
– G8+O6 data infrastructure WG
⇒国際コンソーシアム「RDA (Research Data Alliance)」

– 内閣府・CSTI「国際動向を踏まえたオープンサイエンスに関
する検討会」

– 国立国会図書館「科学技術情報整備審議会」／第四期科学
技術情報整備基本計画策定に向けた基本方針検討部会
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内閣府・CSTIの「オープデータ議論」

［内閣府、2014、http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/
1kai/1kai.html、2015年2月20日取得］ 8



内閣府/CSTIにおける研究データ共有のガイドライン

内閣府の会議資料にも入れました。

［内閣府、2014、
http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/
1kai/1kai.html、2015年2月20日取得］ 9



内閣府・CSTIの「オープデータ議論」

［内閣府、2014、http://www8.cao.go.jp/cstp/ 
sonota/openscience/1kai/1kai.html、2015年2
月20日取得］ 10



オープンサイエンス、データ共有の
体制にむけたアイデア

データからみた研究過程 実施主体の検討

データ生成 研究現場。研究機関、大学

データ処理 同上。研究者が必要。

データ利用、研究、論文 同上

データ保存（永続保存） 永続保存が可能なのは？
× 研究機関は時限活動
○ 図書館 Libraryは永続保存!
課題：文献・書籍業務から踏み出せるか？

メタデータ（書誌情報のよ
うなもの）整備

研究者： 苦手（な人が多いのでは？）
図書館司書：書誌管理のプロ
 両者の相互協力は有用ではないか。

．．．
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研究者コミュ
ニティ

オープンな議論・批
評、結果の再検証

研究論文

データ

結論を導出

結果の分析

実験・観察

仮説を立てる

疑問をもつ

従来の科学研究
の方法論例

科学研究とデータ・情報

科学者コミュニティの
一定のコンセンサス

一般社会・政治的意思決定に
資する科学的知識・成果

情報の保存

（いつでも過去の情
報が確認できる）

情報の保存

情報の共有

情報の共有
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国会図書館と科学技術情報

[国立国会図書館、2014 、http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/tech/council/proc05.html、
2015年2月20日取得] 13



[国立国会図書館、2014 、http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/tech/council/proc05.html、
2015年2月20日取得] 14



議論はこれから

[国立国会図書館、2014 、http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/tech/council/proc05.html、
2015年2月20日取得] 15



科学の体制（これまでは主に論文文献の世界）

研究情報マネジメント、
インフラ構築

出版社・出版組織研究主体・科学研究者

「ライブラリ」、
学術研究情報組織

機関リポジトリ

研究事業 研究情報の出版・保存・利用事業

研究結果、データ、メタデータ、のやりとり
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研究データ
取得・生成

データに対して
DOI付与

データ利用

DOI・メタデータを使って検索、

研究発表時、データ参照に
DOIを使用

研究の評価

文献・データ被引用数の指標化
(  サイテーション・インデックス等)      

業績/予算獲得

論文とデータの
被引用度等で評価
(予算申請・研究業績
評価など)

データ参照指標をつかって予算獲得など

研究データを取得・生成、
データをもとに論文出版

データを公開

データ・サイテーション（データ参照・引用）文化の形成へ
むけて

DOIをデータ引用に利用
データ発見→研究実施

(参考：豪政府機関 Australian National Data Service による取組み)
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○DOI（Digital Object Identifier）を論文だけでなく、データにも付与し、論文・文献で引用する取り組み
データ公開者・機関の活動評価（論文と同等に）とクレジット

Australian National 
Data Service
http://www.ands.org.au

/cite‐data/index.html



Example of DOI‐minting to Earth Science database in NOAA/NGDC

• EMAG2: Earth Magnetic Anomaly Grid (2‐arc‐minute resolution)
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doi:10.7289/V5MW2F2P

http://www.ngdc.noaa.gov/
nmmrview/metadata.jsp?id=

gov.noaa.ngdc.mgg.geophysical_
models:EMAG2
&view=iso2html

Data description, 
Data format,
Link to data, etc.

Digital data

Data plot

Landing Page

Maus (2009): EMAG2: Earth Magnetic Anomaly 
Grid (2‐arc‐minute resolution). National 
Geophysical Data Center, NOAA. Model, 
doi:10.7289/V5MW2F2P [access date]

Instruction of data citation

[ Nose et al., 2013][ Nose et al., 2013]
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SGEPSS将来構想から

［「地球電磁気学・地球惑星圏科学の現状と将来」
（地球電磁気・地球惑星圏学会、2013年）］ 19



まとめにかえて

• オープン・データ
– 科学と社会の関係に踏み込む話題
– EU、米NSF、豪政府機関は動き出した。⇒RDA

• G8のプレッシャーと内閣府・CSTI
– 日本政府が動き出した
– 今後国内各省庁・機関がどの程度うごくか？
– 「オープン」の意味に注意！

• どの機関が何をするか
– データ保存・メタデータ整備と図書館
図書館は危機感をもっている
しかしまだ、データに踏み出せてない

– 研究組織と図書館組織の連携が重要ではないか。
• 科学のシステムを科学者（≠研究者）が守れるか。
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日本学術会議主催：日本学術会議主催学術フォーラム
「科学を変えるデータジャーナル
－科学技術データの共有・再利用の新たなプラットホーム構築へむけて－」

平成27年3月4日（水）、日本学術会議講堂にて
– 登壇予定者（敬称略）：

• 原山優子（総合科学技術イノベーション会議議員）
• 大竹 暁（科学技術振興機構理事）

• 喜連川優（国立情報学研究所所長）
• 岩田修一（DSJ編集委員長，国際サイエンスデータ分科会）
• Krishan Lal（AASSA(アジア学術アカデミー)会長）
• Paul F. Uhlir（全米科学アカデミー データ政策顧問）、
他

• 科学技術データ共有と活用に関する研究集会(仮) 
– 平成27年3月5日（日本学術会議）
– RDAなど国際データ活動の対応体制構築へ向けて
– JST、AIST、NII、．．．
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